
[成果情報名] ナシヒメシンクイのモモ芯折れの季節変動による発生予察手法 

[要約] モモ園におけるナシヒメシンクイ幼虫の年間の発生回数および発生時期は、モモ芯

折れの発生推移に連動しており、成虫の発生時期はモモ芯折れの発生時期と発生予察式 

ｙ=35.58－0.82ｘ（ｙ:発育日数、ｘ：半旬別平均気温）から予測できる。 

[キーワード]交信かく乱剤、ナシヒメシンクイ、発生予察、モモ芯折れ 

[担当]福島県農業総合センター果樹研究所・病害虫科 

[連絡先]024-542-4199 

[区分]東北農業・果樹 

[分類]研究成果情報 

-------------------------------------------------------------------------------- 

[背景・ねらい] 

交信かく乱剤を処理した地域では、フェロモントラップによるナシヒメシンクイの捕獲

効率が極めて低くなり、発生時期を正確に把握することが難しい。そこで、交信かく乱剤

を処理したモモ園の内外におけるフェロモントラップに代わる発生予察手法として、ナシ

ヒメシンクイ幼虫によるモモ芯折れ（新梢の被害症状）の発生推移から成虫の発生時期を

的確に把握できる手法を確立する。 

 

[成果の内容・特徴]                

１．ナシヒメシンクイ幼虫の年間の発生回数および発生時期（始期と盛期）は、モモ芯折

れの発生推移に連動している（図１）。 

２．ナシヒメシンクイ成虫の発生時期（始期と盛期）は、モ モ 芯 折 れ の 発 生 時 期 と 佐々

木ら（北 日 本 病 害 虫 研 報  64.214-217 (2013)） による発生予察式ｙ=35.58－0.82

ｘ（ｙ:発 育 日 数 、 ｘ ： 半 旬 別 平 均 気 温 ） か ら 予 測 で き る 。  

３．ナシヒメシンクイの成虫発生盛期における予測日と実測日の誤差は、第１世代では当

年値（2013年）を使用した場合は＋１日、平年値を使用した場合は＋３日、以下同様に

第２世代では＋１日、±０日、第３世代では＋４日、＋１日、第４世代では＋１日、＋

１日であり、誤差の範囲は４日以内である（表１）。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１．本県におけるモモ芯折れの発生調査は、５月中旬から９月下旬まで５日毎に実施し、

調査日毎に芯折れ部を剪除する。 

２．調査対象とするモモ芯折れは、幼虫の生息する芯折れ症状（食害部から虫糞を排出、

図２）とし、幼虫の生息しない芯折れ症状（食害部が黒褐色に変色し食害後７日以上経

過、図２）と区別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



実測日
（Ｃ）

時期 月日 2013 平年 2013 平年 2013 平年 月日 2013 平年

始期 5月20日 17.4 16.4 21.3 22.1 6月10日 6月11日 6月11日 －1日 ±0日

盛期 5月31日 20.8 17.8 18.5 21.0 6月18日 6月20日 6月17日 ＋1日 ＋3日

始期 6月25日 21.9 20.3 17.6 18.9 7月12日 7月13日 7月10日 ＋2日 ＋3日

盛期 6月30日 19.6 20.9 19.5 18.4 7月19日 7月18日 7月18日 ＋1日 ±0日

始期 7月20日 20.4 23.6 18.9 16.2 8月  7日 8月   5日 8月   5日 ＋2日 ±0日

盛期 8月 5日 22.6 25.9 17.0 14.3 8月22日 8月19日 8月18日 ＋4日 ＋1日

始期 8月20日 27.6 24.8 12.9 15.2 9月  1日 9月   4日 9月   1日 ±0日 ＋3日

盛期 8月31日 24.3 24.4 15.7 15.6 9月15日 9月15日 9月14日 ＋1日 ＋1日

  注1）成虫発生予測日（A）＝芯折れ発生日（B）＋発育日数（y）

  注2）発育日数（y）はy=35.58-0.82x（x：温度）から算出

  注3）温度(x）は果樹研究所気象データの半旬別平均気温

  注4）実測日（C）は幼虫（芯折れ）を百葉箱で飼育した条件下でのナシヒメシンクイ成虫の羽化日
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[具体的データ]  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図１ モモ芯折れの発生推移とナシヒメシンクイ成虫の羽化消長（2013）  

注）剪除した芯折れの中から幼虫の生息する芯折れを選び、ろ紙を１枚敷きその上にリ  

ンゴ幼果を 2～3 個置いた容器（直径 11cm×高さ８cm）の中に 30～40 本の芯折れ  

を入れて幼虫を飼育し、成虫の羽化数を計数した。  

  

   表１ 発生予察式によるナシヒメシンクイ成虫の発生時期の適合性（2013） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ モモ芯折れ症状の違い 

      注）左：幼虫の生息する芯折れ、右：幼虫の生息しない芯折れ 

（佐々木正剛） 
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